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随 意 契 約 理 由 書 

 

 
１． 件名：河川砂防技術研究開発（砂防技術） 

令和４年度 土砂・流木貯留施設の計画立案を支える洪水氾濫・土砂・流木 
一体解析モデル構築 

 
２．履行場所：福岡県久留米市高野 1 丁目 2 番 1 号（九州地方整備局 筑後川河川事務所） 
 
３．随意契約の相手方：徳島県阿南市見能林町青木２６５ 

独立行政法人国立高等専門学校機構 
阿南工業高等専門学校 

            

４．随意契約適用法令：会計法第２９条の３第４項及び 

予算決算及び会計令第１０２条の４第３号 

 

５．当該業務の目的・内容及び随意契約に付する理由 

 

１）当該業務の目的 

    本業務は、土砂・流木の流下・堆積を含む洪水氾濫の挙動を一体的に取り扱える解析 

モデルの実現可能性を明らかにするものである。 

 

２）業務の内容 

洪水氾濫・土砂・流木一体解析モデルの基本的枠組みを構築し、基礎実験のデータを 

用いた精度検証を行うものとする。 

・基礎実験のデータ収集と整理 

・解析モデルの構築と検証 

 

３）随意契約に付する理由 

    本委託業務は、①有識者で構成される評価委員会の審査を経て、令和４年度河川砂防 

   技術研究開発公募地域課題分野（砂防）に採択され、委託先（阿南工業高等専門学校 創 

   造技術工学科 准教授 長田健吾を研究代表者）として選定されたものである。 

なお、審査基準、選定結果等については、国土交通省水管理・国土保全局のホームペー 

ジ等において詳細に公表されている。 

    よって、本委託は、審議会等により委託先が決定されたものとの委託契約に該当するの 

で、会計法第２９条の３第４項及び予算決算及び会計令第１０２条の４第３号の規定により、

随意契約するものである。 

 

 

 

                                 （随意契約理由作成者） 

筑後川河川事務所 事業対策官  
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